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〈 研究 ノー ト〉
第 づ次世界戦 争 と ヒル フ ァデ ィング
ベ ル リ ソ 時 代
倉 田 稔
本 稿 は ヒル フ ァ デ ィソ グ(1877～1941)のラ イ フ ・ヒス トリイ の 一 部 分 で
　　　
あ る 。
1
20世紀初頭 の ヨー ロッパは,帝 国主義戦争 の危機 をは らんでいた。 サ ラ
イ ェヴォ事件(1914年)は,セ ル ビア とオ ース トリア ・ハ ンガ リーの軍事的
コ
対 立を呼び,後 者 をあ と押 しした ドイ ツは,協 商国陣営 と交 戦を開始 し,第
1次世界戦争 が勃発 した。
、ドイ ツ政府 は,戦 争 の開始 とともに,50億マルクの戦争公債 を発 行 しよ う
く　　
と欲 した。帝国議会 は,予 算審議権 を もっているので,8月4日 に この法案
が議会に上程 ざれ ることにな った。 この 日の帝国議会で,平 和 主義勢力 で革
命的政党 と考 え られた ドイ ツ社会民主党(SPD)は,戦 債 を承認 して しま
った のであ る。 国際社会 主義運動 と しては,取 り返 しのつかない失敗であ っ
原稿受領1976年9月6日
(1)ヒルファディングの評伝としてノ次の拙稿をこの順序で読んでいただければ幸
いである.
i「 若ぎヒルファディング」(『季刊社会思想』1973年,第3巻2号).
ii「ドイツ社会民主党とス トライキ論争」(『労働運動史研究』第59号,労働
旬報社,19,76年)所収
iii「ヒルファディング と 『金融資本論』の時代」(『歴史学研究』第418号,
1975年3月).
iv本稿.
(2)軍事 ・外交は,ド イツ皇帝の権限である.
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た。
ここで,第1次 世界戦争 直前のSPDの 勢力 ・組織 を簡単に要約 してお こ
う。
S●PDの党 員数 は,1906年6月30日 には じめて正確 な数が告げ られ た。
38万4,327人。1907年7月 おわ りには,53万466人に成長 し,そ の うち1
　
万900人 が 婦 人 で あ った 。1913年9月 に は98万2,850人 に な っ て い た 。 帝
国 議 会 に,SPD代 表 は,1903年 に81議 席,1907年 に43議 席 確 保 して お
くの
り,1912年には425万票を獲得 し,110議席 の最大政党 とな った。総得票 の
4分 のiで あ り,全 議席 の4分1を 少 し上 回 った。
〆
さ て,党 内 は,次 の 分 派 に わ か れ て い た 。 ・
1.極 端 左 派(彼 らは,帝 国 議 会 にK・ リ ー プ ク ネ ヒ トを 送 っ て い た 。 文
筆 上 で は,F・ メ ー リン グ,R・ ル ク セ ソ ブル グ,K・ ツ ェ トキ ー ン らが 代
表 して い た 。)
2.左 派(議 会 に,H・ ハ ー ゼ,レ ー デ ブ ー ア らが 出 て お り,文 筆 上 で は,
K・ カ ウ ツ キ ー,H・ ク ー ノ ー,ら が 代 表 した 。 な お,1910年頃 か ら中 央 派
と言 わ れ る よ うに な り,ヒ ル フ ァ デ ィン グ は も ち ろ ん この 派 に 属 した)。
3.右 派(シ ャ イ デ マ ン,R・ フ ィ ヅシ ャ ー に 代 表 され る)。
4.修 正 主 義 派(E。 ベ ル ン シ ュ タ イ ン,E・ ダ ヴ ィ ド,L・ フ ラ ン ク ら
が 代 表 的)。
5・ 帝 国 主 義 的 社 会 主 義 者(コ ル プ ・フ オ ン ・バ ー デ ン,Dr・ ク ヴ=ッ セ
ル,E・ フ ィ ッシ ャ ー,W・ ハ イ ネ らが 代 表 的 。 彼 らは,陸 ・海 軍 の 増 大,
くの
植民地の拡張,保 護主義,の 支持者であった。)
く　　
以 上 の う ち,最 大 派 閥 は 右 派 で あ り,次 に 左 派 で あ る 。 左 派 は,極 端 左 派
(3)FranzOsterroth/DieterSchuster,Chronih4erdθutschenSogialdemokratie.
Hannover1963.
(4)Chronik,GeschichtederdeutschenArbeiterbeωegung.1.Berlin1965.
村 瀬 興 雄rド イ ツ現 代 史 』 東 大 出 版,1965年.
(5)EdwinBevan,GermanSocinldemocracydurin8theωar,London1918.
(6)EvelynAnderson,HammerorAnvi1.TheStoryoftheGermanWTorhing・
ClassMovement.London1945.
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を含めて も,党 内で少数派 であ った。 なお修正派は,右 派 と区別 を したほ う
が よ り正確 であ る。広 い意味での右派 は,(3)(4)⑤が含 まれ る。 同様に,広
い意味での左派 は,(1)②が含 まれ る。
SPDは,ド イ ツ帝国の各州にそれ 自身 のSPD組 織 を もっていた。そ れ
ぞれ の地方(;州)組 織 は,規 約に よ り,年1回 の党大会Parteitagに代表
を送 った。なお,帝 国議会 の党議員(団)は,党 大会 に公 式に出席 した。党
大会 の一つの任務 は,党 首Prasident1名,副党首1名,財 務1名,書 記6
名,助 手2名,お よび9名 か らなる統制委員会Kontrollkommissionを選
出す る ことであ った。 これが,党 幹部会Vorstandをな し,地 方組織代表 者
か らなる党委 員会AusschuBがこれ を補佐 した。党首は,も ちろん,SPD
の生みの親,最 高の実力者,A・ ベ ーベル がひ きつづ き 選 ばれ,そ の任 に
あた った。 おそ らく太陽が西か ら昇 る ことはあ って も,ベ ーベルが党首に選
ばれない ことはなか ったが,彼 は1913年8月13日 に病没 した。そのために ・
1913年9月(Jena)党大会 では,新 しい党首 を選ばねば な らなか った。 この
党大会 は一つ の ことを象徴 した。 とい うのは,規 約 と異な り2人 の党首が選
ばれ た。 左派か らH・ バ 一ー一ゼ,右 派 か らF・ エ 一ー・ベ ル ト,こ の2人 が 共 同
党 首 とな った。 この事件 は,第1に,こ の時期には左派 と右派 の統一がな り
難 い こと,第2に,ベ ーベルの よ うな カ リスマ的人物 のみが,唯 一人の党代
表 にな りえ ていた ことを,示 す ものであ った。 ハ ーゼは,帝 国議会議員団の
代表 に なった。1913年の戦前最後の党大会 で,党 幹部会 には,こ の二人以外
に,バ ルテル,0・ ブラ ウン,ゲ リッシュ,モ ルケンブ」ル,H・ ミュラー,
プファンク ッフ,シ ャイデマン,ウ ェルズ,ヴ ェンゲルス,ツ ィーツ,そ し
て統 制委 員会 と して,ボ ック,ブ リューネ,エ ル ンス ト,ゲ ック,ガ イヤ ー,
ヘ ングスバハ,シ ュ トウ ッベ,テ ィム,C・ ツェ トキ ーン,が 選 出された。
党 は,多 くの新 聞 ・雑誌 を発行 していた。 日刊新 聞は90紙 を数 えた。 中
央機関紙 は 『フォル ヴ ェル ツ』,これ は同時にベル リン支部 の機 関紙 でもあ っ
た6地 方新聞で著名 な ものは,rハ ンブルガー ・エ コー』rヘ ムニ ッツ ァー ・
フォル クス シ ュテ ィメ』『カールスル ーエル ・フ牙ル クス フ ロイ ン ト』『プ レ
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ス ラウエル ・フォル クス ヴ ァハ ト』 『ミュンヒナー ・ポス ト』 『ライプチ ガ
ー ・フォル クス シ ュテ ィメ』であ り,有 名な 理論誌は,左 派 の 週 刊 『ノイ
エ ・ツ ァイ ト』(カ ウツキ ・ー,ク ー ノー編 集),主 に修 正 派 の 『ゾシア リステ
ィッシ ェ ・モナ ーツヘ フテ』 であ り,後 者 にはベル ンシ ュタインや,実 際 は
社会 主義者 には数 え られない経済学者 マ ックス ・シ ッペ ル らの論文が多 く寄
稿 され ていた。
党外の組織 と しては,SPDの 指導 と影響下 にある 「自由労働組合」 をあ
げねば な らない。 これほ1914年に250万人 の組合員を擁 していた。 この最
上部は,総 務 委員会Generalkommissionであるが,右 派 の支配下に あ っ
た。
SPD内 には右派 と左派 との亀裂 を内蔵 していた。亀裂 を深めたのは,戦'
争の勃発であ った。
2
SPDの 帝国議会議員団は,政 府の案件,戦 債問題を承認すべきか否かの
厳 しい 選択に迫 られた。8月3日 同議員団は,は げ しい 討論の後採決を し
くの
た。戦債に承認78票,反 対14票 で,賛 成す ることに きまった。 さて反対派
は,翌4日 に どんな態度 を とるべ きか迷 った。 あ くまで も戦債に反対 し,す
なわち党 の決定に背 き,、党の分裂 へ と歩むか,ど うか。 しか し,彼 らは,党
の統 一 こそ重大 であ ると考え て しぶ しぶ杁戦債 を承認 した。
皮肉な ことに,左 派 岩反対側党 に 属 したH・ ハ ーゼが 議員団長であ った
く　　
ので,彼 自身が,8月4日 帝国議会 で,戦 争公債 を承認す る声 明を読み上 げ
たのである。'
(7)こ の 反 対 票 は,ア ル ブ レ ヒ ト,ア ソ ト リ ッ ク,'ボ ッ ク,ガ イ ヤ ー,メ ー ゼ,ヘ
ン ケ,ヘ ル ツ フ ェ ル ト,ク ー ネ ル ト,レ ー デ ブ ー ア,レ ン シ ュ,リ ー プ ク ネ ヒ ト,
パ イ ロ ー テ ス,リ ュ ー レ,フ ォ ー ク トヘ ル.
(8)Erk1鼓rungHaasesimNamenderSPD-FraktionzurBewilligungder
KriegskrediteinderReichstagssitzungvom4.August1914.in:1)ohu-'
menteun4MateTialienzuγGeschiehtederdeutschenArbeiterbeωegung.Reihe
II.Bd.1.1914-1917,Berlin1958,S.22-23.
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この 日を もってSPDは,も う後 もどりで きぬ道,戦 争へ の道を歩みは じ
めた。 同 日すでに,ド イツ軍 は,中 立 国ベルギ ーを侵犯 し,か の地 を軍靴 で
踏みに じっていた。一方,最 左翼のひ とび とは ローザ ・ル クセ ソブルグの家
に集 ま り,革 命的 な課題 につ いて協議 した。
くの
8月6日 に,SPD幹 部会 と ドイツ労働組合総務委員会は共同で声明を発
して,党 と労働組合 とが戦争を支持す るよう呼びかけた。
党 ・労働組合 ・議員団は 一一致 して 戦争協力の側に 回って しまった。 しか
し,これ らに対 して,党 内では,極 端左派の人 々だけではな く,左派(中 央
派)の 人 々も,そ の平和主義的信念か ら反対の声をあげた。少なか らぬ地方
新聞 とともに,中 央紙 『フォルヴェルツ』 も左派系の人 々の手にあった。同
紙編集局員の多 くは,8月3日 に帝国議会議員団が戦債承認の決議を採択 し
た直後,次 の様な声明を党幹部会あてに送った。
　
「J,社会民主党帝国議会議員団は,昨 日議員団会議で14票の反対にたい し
て決議を受入れたあと,今 目は政府の戦争公債の発行に賛成 した。銀行 一鋳
貨立法の変更や,貨 付金庫法,ま た手形や小切手の支払期限延長にかんする
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
法案ばか りではなく,政府の戦争遂行 目的に必要な50億〔マルク〕債にたい
…(10)
しても賛成 したのだ。 この態度は,ひ とたび宣戦布告がなされたあとでは,
　 　 　 　 　
も う戦 争 に 賛 成 か 反 対 か の 決 断 で は な くて,国 土 の 擁 護 に 必 要 な 手 段 の 問 題
が,今 や 問 題 な の だ,と い う こ とに 基 づ い て い る 。"
わ れ わ れ は,わ が 党 の 今 の 危 険 な 状 態 とわ れ わ れ の 新 聞 の 維 持 と を 専 ら考
慮 し,『 フ ォ ル ヴ ェル ツ』 で この 戦 債 要 求 に 賛 成 した こ とを 公 表 して 批 判 し'
よ う とは しな い が,わ れ わ れ は 党 幹 部 会 と新 聞 委 員 会 に た い し,こ う言 わ ざ
る を え な い 。 議 員 団 の 態 度 は 首 尾 一 貫 せ ず ダ そ の 結 果 は 党 を 恥 ず か しめ る も
の と考 え る,と 。 冒
(9)ErklirungdesVorstandesderSPDundderGeneralkommissionder
GewerkschaftenDeutschlandsvom6.Augus七1914tiberdieAufgaben
derPartei-undderGewerkschaftsmitgliederwihrenddesKrieges.in:
op.cit.,S.26-27.
⑩8月3日 に,ド イ ッは フラ ンkに 宣 戦布告 した.'
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帝国議員団が50億 〔マルク〕公債の賛成を 動機づけた 同極の議論によっ
て,ほ とんどあ らゆ る軍事要求は根拠づけ られて しまうであろう。ひ とたび
他の諸政党が,新 しい軍隊,軍 艦の増強に賛成 して しまえぱ,も はやその増
強は変更せず,祖 国の保全 と部隊の独 自利益が無条件に要求され,そ れ らは
可能なかぎり武装 され,軍 服,銃,大 砲等 々が敵にたい して不十分であれば
派兵できない,と,い つでもいわれるだろ う。 これに賛成 した ことは,イ ン
　 　 　 　 　 　 　 も　 　 　
タナ シ ョナルへ の痛撃を 意味 し,国 際労働者運動 の 諸部 門の関係 を 弛 緩 さ
せ,こ の運動 の内部で ドイ ツ社会民 主党 の地位 を恥ずか しめ ることにな る。
と りわけ戦債 の賛成 に よって,ド イ ツ社会民主党が議員団声 明の結果を拒否
して も,戦 争 とそ こか ら生ず る結果にたい して,一 定 の共 同責任を,将 来厳
しい復 しゅうとな る責任を,引 き受 け るのである。
ベル リン,1914年8月4日
『フォルヴ ェルツ 』編集局
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
ク ー ノ ー,ヒ ル フ ァ デ ィ ン グ,ラ イ ト,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
ヨ ー ン,ド イ ミ ヒ,シ ュ ト ゥ レ ー ベ ル,
・ ●.・ 。 ● ● ・ ・ ● ・ ● ・ ● ●(11)
ヴ ヱーバ ー,ヴ ェル ムー ト,シ コル ツ,」
(傍点は,原 文隔字体)
この声 明は,戦 争 中公表 されなか った6も ち ろん,党 幹部会 は この ような
ものを公表す る気 はなか った し,こ れ ら編 集局員た ち も党幹部会 に送 っただ
けで,公 表の希望 があ ったか どうか疑 わ しい。文 中にあ る,議 員団の態度を
『フォル ヴ ェル ツ』で 公表 して 批判す る積 りは ない,と い うのは,こ れほ ど
重要 な問題にたい して,相 当弱腰 で あ った ことを 示 してい る。 是 が非 で も
,『フォル ヴ ェル ツ』 の存続を計 った 結 果であろ う。 署名者 の1人 に ヒル フ ァ
デ ィングがい る。 かれ らは編集局 員のすべてでは なか ったに して も,『 フォ
ロの
ルヴ ェル ツ』 のある傾向を見 出す には足 りるであ ろ う。 これ を起草 した とい
われ るハ イン リヒ ・クーノーは,ま もな く社会愛国者 にな り,そ の熱心 な代'
加)EugenPrager,GeschiehtederUSPD.2.AufLBerlin1922,S.30-31.
azIbid,,S.34.、
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弁 者 の1人 と な っ た 。
そ の ほ か,戦 争 反 対 の 声 を あ げ た の は,ク リス ピエ ン,ヴ ェス トマ イ ヤ ー,
ク ラ ラ ・ツ ェ トキ ー ン を 頂 点 とす る,ヴ ュル テ ン ベ ル グ の 党 員 た ち で あ り,
機 関 紙 と して は,『 ラ イ プ チ ガ ー ・フ ォル クス ツ ァイ トゥ ン グ 』,『 ブ レ ー マ
ー ・ピ ュル ガLツ ァイ トゥ ン グ 』,『 フ ォ ル クス ブ ラ ッ ト』(ハ レ),『 シ ュ ヴ
ァ ー ビ シ ェ ・タ ー ク ヴ ァハ 』 な どで あ っ。
ヒ ル フ ァデ ィン グが 一 編 集 局 員 で あ っ たrフ ォ ル ヴ ェル ツ』 は,中 央 紙 で
もあ り,党 幹 部 会 は これ に 注 意 して い た 。 ベ ル リン の 党 組 織 は,全 体 と して
く　ラ
rフォル ヴ ェル ツ』編集局員 の戦争反対政策を支持 した。党幹部会は,『 フォ
ル ヴ ェル ツ』の 態度 を屈服 させ ようと 考 えは じめ るが,そ れが 成功す るの
は,1年 の後であ った。「『フォル ヴ ェル ツ』 は,党 幹部会 多数派 の政策に反
対 して,ど んな愛国的宣伝を も控えていたが,1919年9月21日にはす でに,
検閲庁の禁止す る従軍記事掲 載のか どで,3日 間の発禁を命ぜ られた。そ し
て再刊を許 されたか と 思 うと,マ ル ク地方の 司令官 フォン ・ケ ッセル元帥
は,今 度 はあ らたに,「お って沙汰あ るまで」発禁処分に し,1914年9月30
日にな って ようや く今度は,戦 争勃発 に ともなってあ らわれ てきた ドイ ツ国
民の一致 団結 を 考 え,『 フォル ヴェル ツ』 において 「階級 憎悪」や 「階級闘
争」 とい うテ ーマに もはやふれ てはな らない とい う条件づ きで,処 分を とい
く　の
たのであ る。」『フォル ヴ 出ル ツ』 の発行は2度 中止 されたが,そ のたびに党
くユの
幹部会は,帝 国内務省にとりな しを し,上 記の条件を 約束に 許可を得た。
「SPD幹部会および党委員会も,rフォル ヴェルツ』編集局の活動を批判 し
く　 　 や ら
た。」編 集部のなか で 党幹部会 を代表 していた ヘルマ ン ・ミュラーは,同 様
く　わ
に同紙を批判 した。
⑬C.E.Schorske,GermαnSocialDemocracy1905-1917.NewYork1965.
P:296・
agWilfriedGottschalch,StruhturverdnderungenderGesellschaftund4es
Handeln伽dePtLehrevonRudolfHilferding.Berlin1962.S.17.
保 住 ・西 尾 訳 『ヒ ル フ ァ デ ィ ン グ』 ミネ ル ヴ ァ 書 房,1973年,5ペ ー ジ.
aOSchorske,oP.cit.
⑯Gottschalch,op.cit.,訳,5ぺt-・一ジ.
⑰Ibid.訳,5～6ペ ー ジ.
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党幹部会多数派 と並んで ドイツ労働組合総務委員会は,愛 国主義的グルー
プであ った。た しかに総務黍員会は,戦 争勃発までは,あ たかも党政治上は
中立で あ るかの よ うな外観を もっていた。 しか し今では,総 務委員会 と諸労
働組合執行部の多数派 は!階 級 闘争を放棄 していだ。それゆえ彼 らに とって
は,rフ ォル ヴ ェル ツ』 の態度 は怖 れであ り嫌悪 で もあ った。rフ ォル ヴ ェル
ツ』 の新 聞委員会は,1914年11月24日,次 の よ5な 声 明を出 した。
「ドイ ツ労働組 合総務委 員会 は,通 信紙第47号 で,党 幹部会,総 務委員
会,『 ラォル ヴ ェル ツ』編集局 の間に生 じた 内部協定の事件 を公 に した。 現
在の事情 では,要 件は詳 らかにのべ られないが,次 の ことだけはお知 らせ し
たい。
総務委員会 は,苦 情 の主要 点 と して こう述べた。
総務 委員会 は,以 上 の4点 にた い して 主 に反対 したのであ る。
抽象的なので簡単に説 明 してお こう。 セル ビア とロシアの社会主義政党 を除
けば,あ らゆ る国の社会主義政党 は戦争 に賛成 した。そ のため 「攻 撃」 とは
戦争に協 力せ よとい う意味 とな り,rフ ォル ヴ ェル ツ』が ドイ ツ党の利益 を
代表 すべ き,と い うのは,彼 らの態度 ・傾 向か らすれば,戦 争 に協力 しない
ことを 意味す る。)こ う してrフ ォル ヴ=ル ツ』 は,党 幹部会 と総務委員会
に よ っ て 攻 撃 さ れ る よ うに な っ た 。
agPrager,op,cit.,S,42-43.
1・ 『フォル ヴ ェル ツ』は,外 国の社会主義政党 の攻撃にたい して,ド イ
ツ党の利益 を代表すべ きであ る。
2『 フォル ヴ=ル ツ』は,蛮 行や,負 傷者 と捕 虜の取扱 いを報告す るさ
いに,大 いに客観性を守 るべ きであ る。
3.『 フォル ヴ=ル ヅ』は,社 会 ・経済問題 を今 まで以上 に注意すべ きで
あ る。
4:『 フォル ヴ=ル ツ』 は,党 幹部会 が,す でに戦争 のは じめの週 に全党
の新聞 にあてた回状で要 求 した ように,シ ョーヴ ィニズムと愛 国主義,
くこ　ラ
そ してあらゆる併合欲に対抗 して活動すべきである。」
(第1項は
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第1次 世界戦争 の軍事的経過 について見 てお こう。 ドイ ツ軍 は,Vユ リー
フ ェン作戦に したが って,ま ず 中立国 ベルギ ー と ル クセ ンブル グを 侵犯 し
た。8月2日 に はル クセンブルグを 占拠 し,8月4日 にベルギ ーに侵入 し,
同21日 には 首都 ブ リッセルを古 領,そ の後 ドイ ツ軍 はパ リに進撃 を開始 し
た。 しか しフランス軍は抵抗 を示 し,9月5日 か ら9日 まで ヴェル ダンー パ
リ間の平原 で大戦闘が行われた。 協商 国軍は フランス(75個 師 団),イ ギ リ
ス(4個 師 団),ベ ルギ ー(4個 師団),計83個 師団で,そ れに対 し,ド イ ツ
軍は96個 師団,両 軍で200万人が この会戦 に参加 した。 両軍の勢力は均衡
して いた。 マル ヌ河 をは さむ この戦闘 は ドイ ツの敗 北におわ った。 ドイツ軍
が後方(ベ ルギ ー)の 防衛 と,東 ヨー ロッパ戦線す なわち対 ロシア戦線 のた
めに,計10個 師 団をさかねばな らなか ったか らであ る。 参謀総長モル トケ
が辞任 し,フ ァルケンハ イン将 軍が任命 された。 マル ヌの敗北は,世 界戦争
が短期決戦におわ らず長期戦 とな る ことを示 した。 ドイツに とって一つの脅
威は,東 部 戦線 にあ った。 フランスが ロシアの出陣を要請 し,ロ シア軍が ド
イ ツに進撃 したか らで あ る。 ドイ ツは,戦 略的にみてあ ま り重要でない戦線
へ大兵力を さかねば な らな くな った。 ロシアの北西方 面軍が ドイ ツ軍 と東 プ
ロイセソで交戦 した。 ロシアの第1軍 は緒戦に勝利 したが,東 部戦線の新 司
令官 ヒンデンブルグ と参謀長 ル ーデ ン ドル フが機動作 戦を用 い ロシア第2軍
を攻撃 し,進 撃 していた2個 軍団 をタンネ ンベル グの会戦 で破 り,ロ シア軍
は東 プロイセ ンか ら撃退 された。
ロシアの南西戦線で は,8月 か ら9月 にかけて ガ リチ ア作戦が行われた。
ここで ロシア軍 は,オ ース トリア ・ハ ンガ リー軍に勝利 した。そ の後 ロシア
軍 は ドイ ツ侵入を計画 したが実現で きなか った。
ドイ ツ軍 司令部 は1914年末,軍 事作戦 の変更 を した。 ロシアを撃破 し戦
争か ら離脱すべ く東部戦線 に作戦を向けた。 ヒンデンブル ク,ル ーデン ドル
フの策が,彼 らの成功 を背景 と して受け入 られたのであ る。 シ ュ リー フェン
作戦,す なわち本来 の ドイ ツ戦略は転換 された。1915年に東 ヨTロ ッパ(ド
イ ツか ら見れば東部戦線)が 主要戦場 とな った。 ロシア軍は ドイ ツとオ ース
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トリア ・ハ ンガ リ軍 と一進一退 の戦闘の末,敗 北 を喫 した。西部戦線 は膠着
していた。 イタ リアは,政 治 ・軍事情勢 を見ていた。 もともと オース トリ
ア ・ハ ンガ リーと同盟 していたに もかかわ らず,そ れを破棄 し,イ タ リアは
協商 国側 に立つ ことを 決定 した。5月23日 イタ リアは,オ ース トリア 。ハ
ンガ リーに宣戦布告 した。
戦争 が長期消耗戦 の様 相を呈 してきた ことか ら,反 戦気分 が高 まった。 西
部戦線 では,1914年末す でに敵兵 と交歓す る事件がお きた。1915年 ロシア
軍 の敗北 は,ロ シア兵士 の革命化 を醸成 した。 ドイツ国内では,ス トライキ
が頻発 した。 帝国議会での 最左翼の代弁者K・ リープネ ヒ トは,1914年8
月3日 の戦債承認はやむな く 受け入れたが,同 年12月2日 の再度の戦債投
票 の さいには敢然 と反対 した。彼 は,R・ ル クセソブルグ らとともに,反 戦
団体 インテル ナチ ィオナ ーレ ・グル ッペを作 り,雑 誌Internationale(4月
14日発行,,1号に おわ る)を 出 した。 この運動 は徐 々に増大 した。
ス イスでは,ロ シア社会民主党(ボ ル シ ェヴ ィキ)の レーニンが,す でに
大戦勃発以来新 しい 反戦活動を 展開 していた。 彼 は,ジ ノヴ ィエ フととも
に,第2イ ンタナシ=ナ ル と手 を切 った革命的 な国際的運動 を結集 しようと
計 った。 この試み は,1915年9月5日 ～8日 までの ツ ィンメル ワル ド会議
で,そ の成功 の第一歩を踏 んだ。 レーニソは,'この反戦会議 に集 った左派を
結 集す ることがで きたのであ る。 レー三 ンとジ ノヴ ィエ フは,こ れ らを準備
す るなかで,帝 国主義戦争 を内乱 に転化せ よとい う条項 を含む テーゼをつ く
りあげ ていた。
く　　
1915年4月 ご ろ,あ る 日,ヒ ル フ ァ デ ィ ソ グ は ア レ ク サ ソ ダ 一ー ・シ ュ タ
イ ソ に,「 ス イ ス か ら 受 け と っ た1枚 の 内 密 の 文 書 を 見 せ た 。 そ れ は,戦 争
反 対 の 闘 い に お け る 労 働 者 階 級 の 課 題 に つ い て,レ ー ニ ン=ジ ィ ヴ ィエ フ ・
⑲AlexanderStein,RudoijHilferain8und砒deutscheArbeiterbeωegun8.
Hamburg1946,S.9.シュ タ イ ソは,5月 と して い るが,こ れ は 記 憶 ち が い と
思 わ れ る.Hilferdingは,すで にBriefanLuiseKautsky,291V[19]15
(Interna七ionalIns七itutvorSocialeGeschiedenis,KautskyArchivKDXI1
607)をウ ィー ンか ら書 い て い る.
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グルー プのテーゼ草 案であ った。 ドイ ッの 〔戦争〕反対派の見解 と一致す る
まった く妥i当な 一連 の テ ーゼのあ とにつ づいて,戦 争 を国際的な市民戦争
〔=内乱〕に転化 し,プ ロレタ リアー トに よって 権 力を掌握せ よ,と 宣 伝 し
てい る くだ りがつづいていた。」 シ ュタインが び っ くりして ヒル ファデ ィン
グを見 ると,彼 は皮 肉 っぼ く笑 って,こ うい うものを と くに真面 目に受け と
る必要 はない と,シ ェタインにわか らせた。 「この少 しあ とで,彼 は召集 さ
れて,イ タ リア戦線 に送 られ,そ こで戦争 の終 りまで,伝 染病野戦病院で医
く　の
者 として勤務 しなければならなかった。」
3
ヒル フ ァデ ィングがrフ ォル ヴ ェル ツ』編 集局員 と して,ド イ ツ社会民主
党 員 と して,活 動 したのは,1915年4月 までで あ った。 これ以降は,パ ブ
気 ブル ク帝国の軍 医 として従軍 した。 だか ら,rフ ォルヴ ェル ツ』掠奪事件
の ときに彼は いなか ったので あ る。 この事件は,rフ ォル ヴ ェル ツ』の平和
主義的路線 を非難 していた党幹部会が,つ いに,同 紙 の編集陣 を強引に解任
し,論 調を戦争協力に向け させた ものであ る。1916年11月9日,党 幹部会
は,フ リー トリヒ ・シ ュタイプ ァー を 『フ ォル ヴ ェル ツ』編 集長 に 任命 し
た。 同紙 には,伝 統 的に編集長 な る職はなか った。 ひきつ づき,左 派 カー
ル ・ライ ト,ア ル トゥール ・シ ュタ ッ トハ ーゲン,ハ イン リヒ ・シュ トゥレ
ーベ ル らの編 集局 員は解任 され,エ ル ンスメ ・ ドイ ミヒ,パ ウル ・ヨーン,
く　
アル フレー ト・ヴィー レ ヅプは脱退 した(解 任 された上記3名 は,前 出の党
幹部会 あての 抗義声 明書 に署名 した人 々であ る)。 ヒル フ ァデ ィング もここ
に留 っていれば解任 されたであ ろ う。左派 は,こ れ で強力 な1機 関を奪われ
た。そ して彼 らは,当 然rフ ォル ヴ=ル ツ』 を信頼 しな くな った。興味深 い
ことは,大 衆の反 戦気分が増大 してゆ く傾 向にあ りなが ら,党 幹部会が反対
に,中 央機関紙 を戦争協 力の方 向へ仕立て上 げた ことであ る。
⑳Stein,OP.cit.,
皇DPrager,opcit.S.
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ヒル ファデ ィング は ドイ ツ国籍 を 取得 していなか ったので,オ ース トリ
ア ・ハ ンガ リー帝 国の召集を うけ,や む な くSPDの 戦列 を離れた。拒否す
れば,監 獄ゆ きであ る。 おそ ら く1915年4月ごろ,家 族(マ ルガ レーテ夫
く　の
人,長 男 カール,次 男 ピーター)と ともに まず ウ ゼーンに戻 った。 旧一般開
業医で,ウ ィーン大学医学部卒の ドク トルであ る彼に与え られた任務 は,軍
医 であ った。(未 完)
}
⑫HilferdinganLuiseKautsky,op,cit。
